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人聞は乗れないかもしれない…。
-Second Noah’ S Ark ー
（木材によるインスタレーション） 南川茂樹
今まで、木を素材に作品を作り続けてきた。 それらは、
カムやクランクなどの機構を使って、動きを見せるもの
が殆どで、機構部の細工の精度が要求されるため、あま
り大きなものは、作ることができなかった。 ディテール
についても、綴密な加工ができる堅木が中心になり、工
芸的な仕上げが要求された。
ごのような、作品を作り統けていて、ふと、 空間を意
識した作品を作ってみたい衝動に駆られた。 すぐにいく
つかの作品のアイデアが浮かび、コンセプ ト を詰めてい
るとき、願つでもない空間が提供された。 今までの個展
でも、その会場の空間は意識したが、それらは与えられ
た空間に、作品をどのように配置していくかという、 言
わばレイアウトという次元の意識であ っ た。 今度の試み
は、そういった作品の配置で、はなく、空間そのものを作
品の要素として捉え、会場全体がひとつの作品となるも
のである 。
会場は、倉庫を改造して作られた多目的スペースで、
壁はコンク リ ートブロックで、天井は鉄骨の梁が利き出
しのままの空間である 。 広さは、間｜二17m奥行き 19m天
井高4 .5mという、個展会場としては、かなり広い空間
である 。 さらに、入口から 10m程のところにl.6111 11席の吹
き抜け部分がある。 これも、ここの空間の大きな要素と
なる 。 この空間を最大限に生かし、以下のコンセプ トの
下に木材によるインスタレーションを試みた。
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いま、人聞があらゆる生命体の頂点に立ち、この地球
を自分達の都合で必要以上に手を加えてきた。 自らの発
展だけを考えたために起こった環境破壊。それにともな
う野生動植物の絶滅。 自然の循環が狂いだし、更には、
人間同士の争い、戦争、核兵器、毒ガス、爆弾テロ、人
種差別、…・ 。 人間のやってることは、他の生命体や地
球にとってよくないことばかり……。 このままでは、地
球に未来はない。洪水による滅びから救ったノアの箱舟
のように、第2のノアの箱舟で脱出するしかない。
人類全体が、他の生命体や自然環境のことを、も っ と
真剣に考えないと今度の箱舟には……
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以上のコンセ プ トの下に、この空間に第2のノアの箱
舟を浮かべることにした。 会場に合わせて作品を作ると
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いうことは、当然会場で制作しなくてはならない。 そご
で、 会期が17日間ということもあって、制作現場も公開
するというかたちをとった。 このことも、重要な意味が
ある 。 会期中に、私自身がノアになって箱舟を作り続け
る行為を見せることも、パフォーマンスとして表現した
かったからである 。
舟を作ると言っても、ただ舟そのものを作っても、コ
ンセプ ト は反映されず、視覚的効果も得られないで、あろ
う 。 そこで、会場の広さから舟の大きさを割り出し、始
めに 1/20のモデルを制作した。 そのフォルムをもとに、
図面を描き、形を決定した。 最終的に、舟の横断面を並
べて、舟の形態を表現することにした。 それぞれの断面
は、ステンレスワイヤーで天井から吊るされる 。 会場い
っぱいに舟が浮遊する形になる。
完成した舟は、全長10m全l瓶2.5111全高1.4mで、 床か
ら 2.15mの高さに吊るされた。 偶然で、あるが、これはノ
アの箱舟と比率を同じにして、ほぼ1/10の大きさにな
っ た。 それぞれの断面は、ノアの箱舟に倣って木造とし、
素材は15mm厚のぺルポックの集成材を用いた。 仕上が
りのディテールには特にこだわらず、敢て継ぎ接ぎの板
で作られていることを強調するために、金属の継ぎ手で
接合した。 合計22枚の継ぎ接ぎの断面で成り立っている
が、完全な形より 3枚分が省かれている 。 これは丁度、
ごの会場の吹き抜け部分に相当する 。 19 ・ 20 ・ 21枚目を、
空間とシンクロさせるために虚無のエリアにしたかった
ためである 。 会場に訪れた観客は、 断面の連なりから舟
の形状を認知し、さらに奥へと足進めると、突然虚無の
エリアに出くわす。 ことで初めて、この作品の器となっ
ている建物自身も、作品の一部になっていることに気付
く 。 さらに、虚無のエ リ アの床部分に、舟の断面を切り
取った際に出た端材を組み合わせることによってできた
人間の型を、横たわらせた。 その形状は、両手、両足を
拡げた形となり、舟から取り残されたことを意味する 。
この人型も、偶然の産物で、意図的に端材に手を加えた
り一切せずにできたものである 。 当初、何らかの形で人
型を配するつもりでいたが、 作為的になりすぎて完成間
際まで決まらずにいた。 それが完成と同時に、テーマで
ある「人間は乗れないかもしれない…。J に最も即した
かたちで表現できたことによ って、この作品にピリオド
を打つことができた。
